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InSARによる 2007年スマトラ島南部沖地震の地殻変動

Crustal Deformation of the 2007 Southern Sumatra Earthquake Observed by SAR Inter-
ferometry
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　 2007年 9月 12日のスマトラ島南部沖深さ約 30kmを震源とするM8.4(USGS)の地震について，「だいち」のPALSAR
データを用いて地殻変動解析を行った。スマトラ島のベンクル周辺と，パガイ島において，地震時の地殻変動を示す干
渉画像が得られた。強度画像の比較 (潮位差 2cm)によって，パガイ島南部の隆起が確認された。
（http://cais.gsi.go.jp/Research/topics/topic071001/index.html）
　これらの地殻変動を説明するプレート境界面上の滑り分布を推定したところ，震源の北西域を中心に 2ｍ以上の滑

りが推定された。すべり領域の北端は，パガイ島の干渉画像と隆起域によって良く拘束され，南北パガイ島の間付近で
あり，破壊域の海溝沿いの長さは約 260kmであると推定された。（左図）
　これは 1833年（Mw8.7以上）の滑り域の内，1797年 (Mw8.5-8.7)の滑り域を除いた領域に近い。2005年の滑り域

も考慮すると，1797年の滑り域とほぼ同じ領域が最近 210年間，その南側の領域は最近 174年間，それぞれ巨大地震で
滑っていないことになる。パダン市沖の長さ約 370kmの領域でMw8.4以上の地震発生が懸念される。（右図）
　想定されるパダン市沖のプレート境界型巨大地震による地殻変動と干渉画像を試算したところ，Siberut島，Sipora

島の PALSAR干渉画像は地震像の解明に有効であり，また，地震前の先行現象の有無を確認する意味でも，継続的な観
測が必要である。Padangや沖の島々（Sikuai島等）では若干の沈降が予想され，津波の被害が増幅されるセンスである
と予想された。

　パガイ島をほぼ縦断する 2本の位相の不連続が見つかった。これらは，地震時に生じた地表付近の断層によるもの
で，南パガイ島全体が隆起する際に，2本の断層に挟まれた地域が地溝状に相対的に（最大約 10cm）沈降したものと考
えている。


